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今年度は､アカガイの確実な人工採苗技術を開発する目的で､母員の成熟促進試験､産卵誘発試験､

幼生飼育試験を行ない､幾つかの基礎的知見を得ると共に､51年11月12日現在､沖出し前の付着椎貝にし

て推定で約20万個の付着椎貝を得ることが出来たので､その概要を報告する｡

材料 および方法

(1) 母 貝

母貝は芦崎湾の水深 10- 25mの所で桁網によっ

て採捕した もの (平均殻長 8.4cm～13.2仇 )と浦田

で垂下養殖中の3年貝を使博した｡

なお､母貝の採捕月日と個数を第 1表に示した｡

第 1表 母貝の採捕状況

採 捕 月 日

5月 26日

7月 21日

8月 21日

※ 8月 3日

採 捕 数 (個)

26

21

21

30

※ 浦田垂下養殖貝

(2)母貝の成熟促進

5月に採捕した母貝は､飼育室に於て容量 1002のFRP水槽に泥を入れたものに収容し､20℃の

温海水 (ろ過海水 )をかけ流し成熟促進を行った｡他の月に採捕した母貝は持帰 ったあと加温しない

ろ過海水をかけ流しておいて､次記の産卵誘発試験に供した｡

(3) 産卵誘発 と受精

母貝を採捕月別に円容302の トロ′ヾコに並べてー 7月14日から9月 3日にかけて温度刺激 (15℃～

30℃ 吊こよって産卵誘発を試みた｡放卵､放精が行なわれた個体が現われた場合にはその個体を取 り

上げ､容量102のアクリル水槽に移し､引き続 き､放卵､放精を行なわせた｡その後精子の入ってい

る海水を卵の濃度に応じて添加 して受精を行なわせた｡

約 1時間後に25℃のろ過海水で 5回卵洗源を行なった｡

(4) 浮薄幼生の飼育

容量 1002のFRP水槽 2槽､ 0.5tフルコンタイ水槽 2槽､ 0.5tのパ ンライ ト水槽 1槽を

使用した.容量 1002のFRP水槽 2槽 と､フルコンタイ水槽 2槽は予めウォーター′ヾス型式で保温

しておき､これにD型幼生を放養し飼育を行なった｡ 0.5tの-ンライト水槽は28℃ の恒温室に置

いて飼育を行なった｡飼育中は全期間を通じ軽い通気を行なった｡

水槽の上面と側面は黒色ポ リエチレンシー トで覆い暗くし､水槽円に植物プランク トンが発生する

のを防いだ｡

換水は 160Pの殻項期 まではi換水を､それ以後は幼生U,様 子を兄なが ら 3日毎に全換水 を

行なった｡飼育期間中の水温は22℃～ 25℃であった｡幼生数は 1水槽当り68万-86万とした｡餌料
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は500万cell/,Eに増殖したMonoch,ysIS luther'を幼Jl数と幼LEの大きさに応じて給餌したo

(51付 着 椎 貝

浮沸幼生は220- 250p程で足を.LtiL水槽の壁面をほふくするようになる｡そこで本年の採苗方法

としては水槽円に採苗器を入れず､そのまま水槽壁に自然に付着させた｡付着した後は､ある大きさ

になるまでそのまま飼育し､この稚貝が付着した水槽を切断して､チョウチン寵などに入れて､センタ

ー前の筏に垂下した｡

結 果

(1) 母貝の成熟促進

5月に採捕して20℃の温海水をかけ流しておいた母貝とその他の時期に採捕した母貝について､産

卵期が近づく頃成熟度を調べるため､一部の母貝を開いて見たところ､いずれも片側が成熟していて

片側はまったく成熟していなかった｡

(2) 産一卵 誘 発

誘発結果は第 2表に示したように,誘発に応じたのは計13回であったが､そのうち8月に産卵した

ものはいずれも帯状の固まりで使用不可能であった｡ 9月に入って産卵に応じたものは1回のみであ

ったが､この際の卵は良く飼育可能であった｡採卵数は約 1,000万個で､その中飼育に共した幼生数

は約 375万個であった｡なおt 8月19日には､紫外線殺菌灯で処理した海水による誘発を試みたが､

その効果は認められなかった｡

(3) 浮瀕幼生の飼育

今年の幼生の飼育は意外に問題がなく楽に出来た.

幼生の飼育状況並びに水槽数などを第 3表に示した｡また､幼生の成長を第 1図に示した｡第 3表

からわかるように､ 100eの円型水槽 2個のうち1個を除いて原生動物の発生 もなく､例年になく調

子がよく､付着期まで達した｡付着直前の歩留は計数しなかった｡また幼生に対するMc.給餌量

(細胞/ hZC)を幼生 1個当りについて見ると､ 1･,-9日までは0.6- 1万､10- 19日までは 1万､20日

昌以後では2万､30日日以後は 4- 5万位となっていた｡

(4) 付 着 椎 貝

今年の産卵は例年になくおくれ 9月 3日にようや く産卵し､受精し､飼育したが_飼育してから60

日呂には付着椎貝の大きさが 1,243JLに遵した｡これらの付着椎貝は11月12日と11月17日の両日にわ

けて次のような方法で沖出しした｡ 100CのFRP水槽 2槽は筆を使用して水槽壁からはくりし､直径

50cm､深さ15cmの′ヾケツの底を切り0.5m目の東海ネットをはった物 4個に稚貝を収容し､またフル

コンタイ水槽に付着したものは椎貝が付着した水槽の壁面を切り取ってチョウテンカゴに入れたもの

3個､東海ネットで袋を作りそれに入れ､さらにタマネギ袋をかぶせたもの 4個とした｡
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第 2表 アカガイの誘発状況

誘 発月 日 採 捕 月 日 採捕場所 使 用母負数 放卵､放精個体数8 ♀ 7I

備 考7月 14日 5月 26日 0 10(>)

I0 0 II7月 27日 5月 26日7月 21日 00 ll28

o o 】I0 0 ‡7月 29日 5月 2

6日7月 21日 00 1626 I0 01ー0 0iii

8月 2日 5月26日 0 16

0 0帯状の固まり7月 21日 0 26

l l 使用不可i8月 4日 5月 26日 0 14 0 0
l1I8月 3日

U 26 0 ()8月 10日 5月 26日 0 14 0 0

7月 21日 0 2

6 2 08月 3日

U 28 0 08月 16日 5月 26日 0

24 0 0 77月 21日 0 13 0
08月 3日 U 27 0 0

8月 19日 5月 26日 0 13 0 0 l殺菌器使

用7月 21日 0 23 0 08月 3日

U 27 0 08月 23日 5月 26日 0

12 0 07月 21日 0 22

0 08月 21日 0 15 0 0
8月 27日 5月 26日 0

12 0 1 帯状の固まり7月 21日 0 22 0

18月 21日 0 14 0 08月 30日 5月 26日 0 12 0 0

周 ま り7月 21日 0 21 l l 準
,FB,不可

8月 21日l 0 14

0 08月 31日9月 3日 5月 26日 0

12 0 0



第 3表 アカガイ飼育状況

種 類 10oe 1100f/ 0.5tフルコン 0.5才フルコンタイ 水 槽 B 500eパンライ ト 水
槽 そのFRP水槽 FRP水 槽】 タ

イ 水 槽 A 他幼生数 91万 68万 -+6
5万 J65万 86万餌 料 Mc r Mc

t MC ｣_ Mc ∫ま McII1日目 83 (〟)i 83(P)I

l 83(〟) ≡1 83 (〟) ' 83(P) ー全∧10日日 117
1iri1 116 131 I 132 1257 水

20日日 170 r 194l 266 225

j 215! 槽30日日 247 原生動物発

512 518 289 過-40日昌 428 生飼育中止 693 1,025 448 気

50日日 65 1



考 察

(= 母貝および産卵誘発

母貝については､早期採卵用として早期に採捕して成熟促進させておいても､産卵期間近の母貝と

比べると大して差はなく､かえって産卵期間近に採捕 した母貝の方が成熟が早いようである｡これら

のことから早期採卵博として20℃ の温海水をかけ流しておいてもかえって餌あるいは種々な面で母貝

そのものを弱らせるために成熟がおくれるのではないかと思われる｡こうしたことから､母貝として

使用する場合､産卵期間近に採捕して使用するのが産卵誘発にも更に効果があると思われる｡

(21 浮湛幼生の飼育

今回は一回だけの飼育で一部の水槽を除いて調子が良く付着期まで達した｡飼育水の換水について

は前年度と異って毎日換水を行なわず 3日に 1回､幼生の様子を見て行なったもので､換水方法も幼

生飼育の成否に大きな影響を与えるものと思われ､今後も充分吟味する必要がある｡

また餌料生物やその他についてもその年によって変動があり､まだまだ倹討する必要がある｡

(3) 付着椎貝の飼育 と沖出し

飼育を開始してから25日目ぐらいで付着が始まり､3C旧 目ではほとんど付着してしまってそれ以後

順調に成育して数十万の付着椎貝を得た｡採苗方法も今年は今までと方法を変えて水槽円に採苗器を

入れず_そのまま水槽壁に付着させた｡この方法で行なうと水槽円の水も汚れず､幼生の付着に良い

条件を与えたものと思われる｡今後このような採苗のやりかたを考えて行きたいと思う｡

沖出しについても今年度は産卵時期がおくれたことによって飼育期間t締出し共におくれ11月中旬

に入って沖出しした｡この時期だと水温も低く､成長も良 くないと同時に付着椎貝の歩留も良くないも

のと思われるので､これからは産卵を早め_付着椎貝の沖出しも夏場の水温の高いうちに行なった方

が付着椎貝の歩留をより一層高めるものと思われる｡
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